
三

稜

三

稜

56 57

　三稜中学校は、大阪市立住吉第三中学校として昭和２２年に
開校し、今年で７9年目となります。昭和２４年に大阪市立三稜
中学校と改称し、昭和47年に現大阪市立大和川中学校、昭和
５３年に大阪市立墨江丘中学校が分離し現在に至っています。
　三稜中学校は、大阪市立南住吉小学校、大阪市立大空小学校の
２校とともに、地域に支えられながら地域に根ざした教育活動を
推進しています。これからもさらに充実した教育活動が推進でき
るよう協議会会長として、地域・保護者とともに教育力を高め、
発揮することができるように皆様とともに努力していきたいと
考えております。
　今年度も順調に教育活動が推進されるように第１回学校協議
会を実施しました。具体的な形として、協議会の折に提示されま
した「運営に関する計画」について説明があり、昨年度の分析・検
証を十分に取り入れ今年度に生かされることを確認し、本協議会
としても学校の教育活動を支援していきたいと考えております。

【安全・安心な教育の推進】
❶年度末の校内調査における「学校生活は楽しいですか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を89％以上
にする。

❷年度末の校内調査における「命や人権の大切さについて考える学習がある」に対して、肯定的に回答する生徒
の割合を96％以上にする。

❸年度末の校内調査における「将来の夢や目標を持っていますか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を
70％以上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
❶全国学力・学習状況調査の国語と数学の標準化得点 ( 全国平均を100とする)を昨年度より向上させる。
❷全国体力・運動能力、運動習慣等調査の体力合計点を、大阪市平均以上にする。
❸年度末の校内調査における「朝食を毎日食べていますか」に対して、食べていないと回答をする生徒の割合
を５％以下にする。

❹年度末の校内調査における「授業はわかりやすく楽しいですか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を
87％以上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
❶年度末の校内調査において、「図書室を利用したことがありますか」に対して、否定的に回答する生徒の割合
を１７％以下にする。

❷年度末の校内調査において、「学校の様子をホームページ・通信等で情報公開をよく行っている」に対して、
肯定的に回答する割合を９７％以上にする。

（令和８年５月１日現在）
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[国語]全国平均正答率を3.3ポイント下回った。読解力を高める指導を継続する。
[数学]全国平均正答率を2.3ポイント下回った。個に応じた学びを推進する。
[理科]全国IRTスコアを1ポイント下回った。生徒が興味を示す実験を行う。※理科については平均IRTスコアを掲載

【種目別平均値】
項目 握力（kg） 上体起こし（回数）長座体前屈（cm）反復横跳び（回数） 持久走（秒） 20ｍシャトルラン（回数） 50ｍ走（秒） 立ち幅とび（㎝）ボール投げ（ｍ）体力合計点（点）
男子 29.03 

24.08 
26.80 
23.71 

48.63 
49.54 

53.28 
50.24 

88.89 
56.37 

7.80 
8.83 

199.32 
169.12 

21.61 
12.56 

45.45 
50.92 女子

【平均正答率（％）】
国語 数学
51 46

理科
502


